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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 146,806 0.8 △2,270 － △1,984 － △1,459 －
2024年３月期中間期 145,579 11.2 488 － 695 － 414 －

（注）包括利益 2025年３月期中間期 △1,799百万円（－％） 2024年３月期中間期 292百万円（－％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭
2025年３月期中間期 △10.77 －
2024年３月期中間期 3.06 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2025年３月期中間期 257,389 171,653 66.7 1,267.26
2024年３月期 258,376 174,333 67.5 1,287.05

（参考）自己資本 2025年３月期中間期 171,653百万円 2024年３月期 174,333百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
2024年３月期 － 6.50 － 6.50 13.00
2025年３月期 － 6.50

2025年３月期（予想） － 6.50 13.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 351,300 16.7 4,400 349.3 4,900 251.8 2,400 489.5 17.72

１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期中間期 135,452,804株 2024年３月期 135,452,804株

② 期末自己株式数 2025年３月期中間期 41株 2024年３月期 41株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 135,452,763株 2024年３月期中間期 135,452,837株

※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：有

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事項（会計方

針の変更に関する注記）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたって

の注意事項等については、第２四半期（中間期）決算短信(添付資料)２ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧く

ださい。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間における我が国経済は、景気は緩やかに回復している一方で、海外景気の下振れが我が国の

景気を下押しするリスクに留意する必要がありました。当社グループを取り巻く環境は、原材料価格の高騰や需要

の変動など、先行き不透明な状況が続いております。

　このような環境において、当社が日産自動車株式会社から受注しております自動車の売上台数は、今年４月に生

産を開始した北米向け「新型インフィニティＱＸ８０」が増加したものの、主に「ＡＤ」や「ＮＶ２００バネッ

ト」等の商用車が減少した結果、前年同期と比べ11.4％減少の63,557台となりました。売上高は、売上台数は減少

したものの、前型車に比べ売上価格の高い「新型インフィニティＱＸ８０」や「新型パトロール」の増加等によ

り、12億円増加の1,468億円となりました。損益面では、営業損益は商用車を中心とした売上台数の減少による影

響や、最先端の性能を有する「新型インフィニティＱＸ８０」や「新型パトロール」の連続した立ち上げに対し、

生産効率が十分に上がらないことにより売上台数が需要に追いつかず、また人員や生産時間を増やしたため追加の

生産コストを要したこと等により27億円悪化の22億円の損失、経常損益は26億円悪化の19億円の損失、親会社株主

に帰属する中間純損益は18億円悪化の14億円の損失となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

（資産）

　流動資産は、前連結会計年度末と比べ156億円減少の1,243億円となりました。これは主に、預け金の減少212億

円、投資その他の資産の長期貸付金への振替による１年内回収予定の長期貸付金の減少100億円、受取手形、売掛

金及び契約資産の増加131億円によるものです。

　固定資産は、前連結会計年度末と比べ146億円増加の1,330億円となりました。これは主に、投資その他の資産の

うち長期貸付金の振替による増加100億円によるものです。

　この結果、資産合計は前連結会計年度末と比べ９億円減少の2,573億円となりました。

（負債）

　流動負債は、前連結会計年度末と比べ59億円増加の743億円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金の

増加56億円によるものです。

　固定負債は、前連結会計年度末と比べ42億円減少の114億円となりました。これは主に、その他固定負債のうち

リース債務の減少41億円によるものです。

この結果、負債合計は前連結会計年度末と比べ16億円増加の857億円となりました。

（純資産）

　純資産合計は、前連結会計年度末と比べ26億円減少の1,716億円となりました。これは主に、親会社株主に帰属

する中間純損失の計上による利益剰余金の減少14億円、剰余金の配当による利益剰余金の減少８億円によるもので

す。

（３）当中間期のキャッシュ・フローの概況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は201億円となり、前中間連結

会計期間末に比べ233億円（前中間連結会計期間末比53.8％）減少いたしました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は、70億円（前中間連結会計期間に得られた資金は25億円）となりました。これは

主に、税金等調整前中間純損失21億円、売上債権及び契約資産の増加による減少131億円、仕入債務の増加による

増加75億円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、61億円（前中間連結会計期間に使用した資金は64億円）となりました。これは

主に、固定資産の取得による支出61億円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、80億円（前中間連結会計期間に使用した資金は19億円）となりました。これ

は、リース債務の返済による支出71億円、配当金の支払額８億円によるものです。

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、2024年５月９日公表の業績予想を変更しております。

詳細につきましては、本日2024年11月７日に公表いたしました「2025年３月期 通期連結業績予想の修正に関す

るお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 678 661

受取手形、売掛金及び契約資産 52,991 66,135

仕掛品 826 2,042

原材料及び貯蔵品 3,604 4,731

１年内回収予定の長期貸付金 40,000 30,000

預け金 40,736 19,453

その他 1,193 1,347

流動資産合計 140,030 124,373

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 12,325 12,518

機械装置及び運搬具（純額） 13,971 18,093

工具、器具及び備品（純額） 3,760 35,969

土地 14,132 14,132

建設仮勘定 36,431 3,529

有形固定資産合計 80,622 84,244

無形固定資産 2,251 2,250

投資その他の資産

投資有価証券 324 324

長期貸付金 30,000 40,000

退職給付に係る資産 2,958 2,963

繰延税金資産 1,884 2,935

その他 304 296

投資その他の資産合計 35,472 46,520

固定資産合計 118,345 133,015

資産合計 258,376 257,389

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 28,738 34,347

未払法人税等 123 399

製品保証引当金 129 129

その他 39,400 39,446

流動負債合計 68,392 74,323

固定負債

製品保証引当金 226 219

退職給付に係る負債 1,690 1,505

その他 13,732 9,687

固定負債合計 15,649 11,412

負債合計 84,042 85,735

純資産の部

株主資本

資本金 7,904 7,904

資本剰余金 8,317 8,317

利益剰余金 151,849 149,509

自己株式 △0 △0

株主資本合計 168,072 165,732

その他の包括利益累計額

退職給付に係る調整累計額 6,261 5,921

その他の包括利益累計額合計 6,261 5,921

純資産合計 174,333 171,653

負債純資産合計 258,376 257,389

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

 前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

売上高 145,579 146,806

売上原価 141,498 145,476

売上総利益 4,080 1,330

販売費及び一般管理費 3,591 3,600

営業利益又は営業損失（△） 488 △2,270

営業外収益

受取利息 158 202

固定資産賃貸料 108 106

その他 63 45

営業外収益合計 330 354

営業外費用

支払利息 26 23

固定資産賃貸費用 84 16

その他 12 29

営業外費用合計 123 69

経常利益又は経常損失（△） 695 △1,984

特別利益

固定資産売却益 0 0

特別利益合計 0 0

特別損失

固定資産除却損 182 147

その他 2 －

特別損失合計 185 147

税金等調整前中間純利益又は

税金等調整前中間純損失（△）
511 △2,131

法人税等 96 △672

中間純利益又は中間純損失（△） 414 △1,459

親会社株主に帰属する中間純利益又は

親会社株主に帰属する中間純損失（△）
414 △1,459

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

 前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

中間純利益又は中間純損失（△） 414 △1,459

その他の包括利益

退職給付に係る調整額 △121 △340

その他の包括利益合計 △121 △340

中間包括利益 292 △1,799

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 292 △1,799

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

 前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益又は

税金等調整前中間純損失（△）
511 △2,131

減価償却費 3,107 4,675

退職給付に係る負債及び資産の増減額 32 △191

受取利息及び受取配当金 △161 △205

支払利息 26 23

固定資産売却損益（△は益） 1 △0

固定資産除却損 182 147

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 9,000 △13,143

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,740 △2,343

仕入債務の増減額（△は減少） △6,824 7,510

その他 △1,059 △1,802

小計 3,077 △7,461

利息及び配当金の受取額 160 170

利息の支払額 △26 △23

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △684 253

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,527 △7,061

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △6,453 △6,100

固定資産の売却による収入 1 0

貸付金の回収による収入 82 0

有形固定資産の除却による支出 △126 △105

その他 30 13

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,466 △6,190

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △880 △880

自己株式の取得による支出 △0 －

リース債務の返済による支出 △1,098 △7,167

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,979 △8,047

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,917 △21,299

現金及び現金同等物の期首残高 49,427 41,414

現金及び現金同等物の中間期末残高 43,509 20,114

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。なお、当該会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用して

おります。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡及適用後

の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前中間連結会計期間の

中間連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

税金費用の計算

　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、見積

実効税率を使用できない場合には、法定実効税率を使用しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額

（注）１

中間連結
損益計算書

計上額
（注）２

自動車関連
設備メンテ

ナンス
情報処理 人材派遣

売上高

外部顧客への売上高 142,287 228 1,945 1,118 145,579 － 145,579

セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ 3,740 486 1,476 5,703 △5,703 －

計 142,287 3,968 2,432 2,594 151,283 △5,703 145,579

セグメント利益 274 83 68 56 483 4 488

（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額

（注）１

中間連結
損益計算書

計上額
（注）２

自動車関連
設備メンテ

ナンス
情報処理 人材派遣

売上高

外部顧客への売上高 143,497 447 1,686 1,175 146,806 － 146,806

セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ 1,250 504 1,624 3,379 △3,379 －

計 143,497 1,698 2,190 2,799 150,186 △3,379 146,806

セグメント利益又は損失（△） △2,483 47 95 49 △2,291 21 △2,270

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額４百万円は、セグメント間の内部売上高5,703百万円及び内部営業費用5,708百万円

の消去であります。

２．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額21百万円は、セグメント間の内部売上高3,379百万円及び内部営業費用

3,400百万円の消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

区分

前中間連結会計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年９月30日）
増減

台数 金額 台数 金額 台数 金額

台 百万円 台 百万円 台 百万円

乗用車 36,663 93,544 32,580 95,425 △4,083 1,880

商用車 28,988 33,309 23,510 29,892 △5,478 △3,416

小型バス 6,118 8,450 7,467 11,106 1,349 2,656

部品売上・その他 － 10,275 － 10,381 － 106

合計 71,769 145,579 63,557 146,806 △8,212 1,227

３．その他

連結製品別売上高
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2024年11月7日
日産車体株式会社

（単位：億円）

当中間期実績（累計） 前中間期実績（累計） 前年度実績

売　上　高 1,468.0 (0.8%) 1,455.7 (11.2%) 3,010.7 (▲2.1%)

営 業 利 益 ▲ 22.7      ( － ) 4.8      ( － ) 9.7 (▲77.7%)

経 常 利 益 ▲ 19.8      ( － ) 6.9      ( － ) 13.9 (▲72.8%)

親会社株主に帰属する
当期純利益 ▲ 14.5      ( － ) 4.1      ( － ) 4.0 (▲89.5%)

増減要因 (変動要因) 億円

(営業利益) 台数･構成差 ▲13

合理化ほか ▲15

計 ▲28

中間 6.5円／年間 13円

設備投資 83 58 371 

減価償却費 46 31 60 

ネットキャッシュ 201 435 414 

売上台数 千台 千台 千台

乗用車 33 (▲11.1%) 37 (▲3.9%) 79 (▲7.1%)

商用車 24 (▲18.9%) 29 (62.8%) 48 (5.5%)

小型ﾊﾞｽ 7 (22.0%) 6 (34.5%) 12 (6.3%)

計 64 (▲11.4%) 72 (18.6%) 139 (▲2.0%)

＊(　)内は対前年同期増減率

 2025年3月期 第2四半期（中間期）決算 参考資料

2025年3月期 2024年3月期 2024年3月期

配当金（円／株） 中間 6.5円 中間 6.5円

連結
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